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の結果に基づき行った中間工業装置における醸醇では対初糖 40 %のクソレタミン酸収率を得， 工業的な醗
酵生産の可能なととを示した。
第 3 編では，好気的な醗酵生産に特に重要な意味をもっ酸素供給に関し，物理的な物質移動係数の 1 っ

















第 1 編は，クソレタミン酸生産菌の検索であって，第 1 章は有力菌の分離に関するものである。平板培養
法により土壌， 汚水試料より細菌 1761 株中 5 株のクゃルタミン酸蓄積菌株を得， 糖分に富む食品工場内土
壌より集殖培養法により， 661株中グルタミン酸蓄積菌 12株をえたの第 2 章は分離菌の菌学的性質の究明
であって，クやルタミン酸蓄積菌株の代表的なものとして， 761-8 , 425-19 , 425--30 , 4 5-40 の 4 菌株
について菌学的諸性質を検討した結果，相互に類似性が認められ，いずれも BERGEX' S Manual 第 7
版の分類式における Genus Brevibacterium に属し ， Brevibacterium inαrtμn または Brevibacterium ?periale 
に類縁のものであるとしている。




ウレアーゼによる pH 調節並びにアミノ基供与体としての働きが考えられ， この第 3 の作用はクやルタミン
酸醸酵に特異的なものであって，その必要濃度は0.2%以下で、あることを明らかにしているのさらにク
ミン酸生産に著しい効果を有する副窒素源としてコ一ンスチ一プ液，ペプ卜ンカがJ斗42お5--4ω0 号株に酵母エキ
ス， NZami凶ne カが) 761一8 号株に効果的でで、あることを認めたo これら副窒素源の合有するピオチンおよびア
ミノ酸のシスチン，チロシンが促進作用を持っと考えられるも，その使用濃度は培地の通気撹持条件によ








第 3 編は，クツレタミン酸醗酵における酸素の影響について研究したものである。第 1 章は酸素供給速度
の影響，即ち，振醤フラスコ，ジャー醗酵槽における振歯，通気，撹狩の条件が，菌体の増殖およびクソレ
タミン酸生産におよぽす影響を見たもので，通気撹件、の程度は酸素吸収速度恒数 kd を指標として，振濯
培養では kd 4.3 x 10- 6 迄は kd の大きいほど菌体の増殖が著ししまたグノレタミン酸生産のためには定常
発育期に入るころの菌体が活性強く，その頃までに適量(振重量培養では約 8mg/m1) の菌体量が得られる
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クソレタミン酸生産菌 532-2 号株について呼吸速度を浴否酸素濃度の函数として Michaelis-Menìen の式
を適用し Michaelis 恒数 (km) 0.97XIO- 6M/L なる値を得，その対酸素親和性は pH により変化し，酸性
における呼吸速度の減少を説明している。呼吸の臨界溶存酸素準位は，ほぼ1.0'"'--2.0X 10-6 M/L と算出
されるが実際の醗酵培地におけるととし菌体への溶存酸素分布が充分でない場合，臨界濃度は見かけ上
変化するものとしている口溶在酸素濃度が 10-4'"'--10- 7M/L の範囲において菌の比発育速度 μ と溶存酸素
濃度 (02) の間に μ=C(02Jk なる関係の存在すること，発育を伴うクソレタミン酸生成にあっては，溶存酸
素濃度 10- 5 M/L において，クソレタミン酸生成が最大となることを見山している。以上のように著者はグ
ルタミン酸の醗酵生産の工業化に対する工学上重要な基礎的問題の解明に寄与したもので著者の研究は学
術|二にも工業上にも貢献するところ多大である。
よって，本論文は博士論文として価値あるものと認めるの
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